
「わたしはアルファであり、オメガである」      2019 年 07 月 26 日 

ヨハネの黙示録 1章 4節～8節 ヨハネからアジア州にある七つの教会へ。今おられ、 

かつておられ、やがて来られる方から、また、玉座の前におられる七つの霊から、更に、

証人、誠実な方、死者の中から最初に復活した方、地上の王たちの支配者、イエス・キリ

ストから恵みと平和があなたがたにあるように。 

わたしたちを愛し、御自分の血によって罪から解放してくださった方に、わたしたちを

王とし、御自身の父である神に仕える祭司としてくださった方に、栄光と力が世々限りな

くありますように、アーメン。 

見よ、その方が雲に乗って来られる。すべての人の目が彼を仰ぎ見る、／ことに、彼を

突き刺した者どもは。地上の諸民族は皆、彼のために嘆き悲しむ。然り、アーメン。 

神である主、今おられ、かつておられ、やがて来られる方、全能者がこう言われる。「わ 

たしはアルファであり、オメガである。」 

 

ヨハネは、黙示録を手紙の形式で書き始め、発信人と宛先と祝福を記している。発信人 

は「ヨハネ」、宛先は「アジア州にある七つの教会」である。「七」は完全を表わす信仰

的数字である。ヨハネは「七」に並々ならぬこだわりを持っている。祝福の言葉は、「今

おられ、かつておられ、やがて来られる方から、また、玉座の前におられる七つの霊から、

更に、証人、誠実な方、死者の中から最初に復活した方、地上の王たちの支配者、イエス・

キリストから」の三者から送られる「恵みと平和があなたがたにあるように」との祈りで

ある。一人目は、「今おられ、かつておられ、やがて来られる方」、即ち、現在、過去、

そして未来において存在する、歴史を貫いて支配される全能の神である。二人目は、玉座

の前におられる七つの霊、即ち、神の命令を遂行する天使的な活動をする霊の存在である。

三人目は、イエス・キリストである。キリストは殉教者を見届ける証人であり、偽りのな

い誠実な方、死者の中から最初に復活した方、地上の王たちの支配者である。この三人か

ら、恵みと平和があるようにと祝福を祈っている。 

次にヨハネは、私たちを愛し、罪を赦すために十字架で死んで、罪からの解放を成し遂

げて、王となられ、御自身の父である神に仕える祭司として、私たちを神に執り成す務め

をしてくださっているキリストを賛美している。このキリストに、「栄光と力が世々限り

なくありますように、アーメン」と祈っている。 

ヨハネはキリストに集中し、この方の働きを伝え、再臨を告げている。ダニエルが幻で、

「夜の幻をなお見ていると、／見よ、『人の子』のような者が天の雲に乗り／『日の老い

たる者』の前に来て、そのもとに進み  権威、威光、王権を受けた（ダニエル 7：16）」

と見たように、「見よ、その方が雲に乗って来られる」と記している。再臨のキリストを

全ての人々が仰ぎ見る。この時、殊にキリストを突き刺した者ども、エルサレム神殿当局

者、ローマの総督ピラトたち、そして、地上の諸民族は皆、キリストになしたことを嘆き、

悲しむ。「然り」その通りである。 

「神である主、今おられ、かつておられ、やがて来られる方、全能者がこう言われる。 

『わたしはアルファであり、オメガである。』」アルファはギリシャ語の第一字母で、オ

メガは最終字母である。初めから終わりまで、歴史を貫いて支配される全能の神であると

宣言される。この神の支配の中に私たちは生かされている。恐れることは何もない。 


